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MINI-DISCLOSURE 2023

サステナビリティへの取組み
「七十七グループのマテリアリティ」の特定
　七十七グループはサステナビリティへの取組みを強化する観点から、行内アンケートの実施やサステナビリティ
委員会での議論、社外取締役等との意見交換等を踏まえ、マテリアリティを特定いたしました。

オフサイトコーポレートPPAサービスに関する契約の締結
～「７７ソーラーパーク富谷」による再生エネルギー電力の導入～

　当行と東北電力株式会社（以下、「東北電力」といいます。）の
100％子会社である東北エネルギーサービス株式会社（以下、
「東北ESCO」といいます。）は、2023年5月、「オフサイト
コーポレートPPA【自己託送方式】サービス※」に関する契約
（以下、「本契約」といいます。）を締結いたしました。
　本契約は、当行が所有する未利用地に太陽光発電所「７７
ソーラーパーク富谷」を設置し、発電した再生可能エネル
ギー（以下、「再エネ」といいます。）由来の電力を当行の本店
ビルおよび一部の店舗等へ供給するもので、2024年までの
竣工・電力供給開始を目指しております。
　当行と東北電力は、2023年4月に、「カーボンニュートラル
の推進に関する連携協定」を締結しており、連携協定での
初の事業案件となる本サービスの導入は、地方銀行として
初の取組みとなります。

「77ソーラーパーク富谷」完成イメージ

ＳＤＧｓアクションの実施
　当行独自の活動であるＳＤＧｓアクションでは、当行の全営業店、
計1,388名が地域の皆さまと連携しながら、当行が掲げる「2022年度
『ＳＤＧｓ実践計画』」に基づいた活動を実施いたしました。

進学プラザグループ×七十七銀行
「親子で学ぶ金融教育セミナー」

防災林再生のための植樹活動

※自家用発電設備設置者である当行が、需要地とは異なる場所（オフサイト）に設置した
発電所で発電した再エネ電力を、一般送配電事業者（東北電力ネットワーク株式会社）の
送配電ネットワークを介し需要地へ供給し自家消費する「自己託送」に関して、東北
ESCOが発電所の建設から保守等のメンテナンスに加え、自己託送開始に向けて必要
となる各種契約締結や申込手続きなどに関する支援を行うサービス。

「７７ＳＤＧｓ支援サービス」利用申込件数200件突破！

ＳＤＧｓ診断【基本プラン】
　経済産業省関東経済産業局公表の「ＳＤＧｓの観点
で市場・社会から期待される基本的な事項」をもとに
作成した診断シートにより、企業のＳＤＧｓへの取組
状況を見える化・診断し、課題の洗い出しに伴うコン
サルティングを提案させていただきます。「スタン
ダードＳＤＧｓ」以上のランクで当行の融資基準を満
たすお客さまは、ＳＤＧｓ支援ローンの対象となります。
※詳細については各営業店へご相談ください。

SDGｓ支援サービスとは ７７ＳＤＧｓ支援サービス累計申込件数推移
（単位：件）
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当行では、SDGsの取組状況に応じて下記のランクを設定しています。

注.「スタンダードSDGs」未満の場合は「チャレンジSDGs」のランクとなります。

注.ご融資利率は診断結果のランクに加え、当行所定のご融資審査によって決定します。

プラチナSDGs
ゴールドSDGs
スタンダードSDGs

SDGsを通して新たな価値創造を目指す

基本的な取組みを実践している

基本的な取組みを一部実践している

ランク

プラチナSDGs 年0.50%～ランク

ゴールドSDGs 年1.00%～ランク

スタンダードSDGs 年1.50%～ランク

取組レベル

　七十七グループは、創業より受け継がれる「地域の繁栄を願い、地域社会に奉仕する」という行是の理念に則り、グループ全体で重要
課題（マテリアリティ）の解決に取り組むことで、持続可能な社会の実現を目指します。

七十七グループのマテリアリティ

1.宮城・東北の活性化

4.気候変動・災害への対応 5.信頼性の高い金融サービスの提供 6.生き生きと働ける職場環境の創出

2.地域のお客さまの課題解決 3.ステークホルダーへの還元

「SDGs実践計画」にかかるＫＰＩの進捗状況

（1）創業期の事業者に対する成長支援件数（単年度）
（2）宮城県の経済成長率向上
（3）新事業・新分野のプロジェクト立上げ件数（累計）
（4）金融教育提供者数（累計）
（5）SDGsに関するセミナー開催回数／参加人数（累計）
（6）サステナブルファイナンス累計実行額※1

（7）CO2排出量（2013年度比削減割合）
（8）管理職に占める女性割合
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KPI項目 2022年度実績 2030年度目標

※１.地域活性化や持続可能な社会の実現に資する投融資の累計実行額（環境、医療、創業・事業承継等ＳＤＧｓへの取組支援・促進にかかる投融資）
※2.七十七グループは「Vision 2030」および「ＳＤＧｓ実践計画」において、ＫＰＩとしていた「ＣＯ２排出量（2013年度比削減割合）」の2030年度目標に関して、従来の目標
　　「９，０６９ｔ-ＣＯ２（４６％削減）」を見直し、「2030年度までのカーボンニュートラル実現」を目指します。

「７７ソーラーパーク富谷」の概要
（１）設置場所：宮城県富谷市一ノ関（七十七銀行富谷総合
　 グラウンド敷地内）
（２）設置者：七十七銀行
（３）発電出力：約2,000kW
（４）年間発電量：約2,494MWh（一般家庭約800世帯分の
　  年間消費電力量に相当）
（５）想定CO2排出削減量：年間約1,237t-CO2



9 10

MINI-DISCLOSURE 2023

サステナビリティへの取組み
「七十七グループのマテリアリティ」の特定
　七十七グループはサステナビリティへの取組みを強化する観点から、行内アンケートの実施やサステナビリティ
委員会での議論、社外取締役等との意見交換等を踏まえ、マテリアリティを特定いたしました。

オフサイトコーポレートPPAサービスに関する契約の締結
～「７７ソーラーパーク富谷」による再生エネルギー電力の導入～

　当行と東北電力株式会社（以下、「東北電力」といいます。）の
100％子会社である東北エネルギーサービス株式会社（以下、
「東北ESCO」といいます。）は、2023年5月、「オフサイト
コーポレートPPA【自己託送方式】サービス※」に関する契約
（以下、「本契約」といいます。）を締結いたしました。
　本契約は、当行が所有する未利用地に太陽光発電所「７７
ソーラーパーク富谷」を設置し、発電した再生可能エネル
ギー（以下、「再エネ」といいます。）由来の電力を当行の本店
ビルおよび一部の店舗等へ供給するもので、2024年までの
竣工・電力供給開始を目指しております。
　当行と東北電力は、2023年4月に、「カーボンニュートラル
の推進に関する連携協定」を締結しており、連携協定での
初の事業案件となる本サービスの導入は、地方銀行として
初の取組みとなります。

「77ソーラーパーク富谷」完成イメージ

ＳＤＧｓアクションの実施
　当行独自の活動であるＳＤＧｓアクションでは、当行の全営業店、
計1,388名が地域の皆さまと連携しながら、当行が掲げる「2022年度
『ＳＤＧｓ実践計画』」に基づいた活動を実施いたしました。

進学プラザグループ×七十七銀行
「親子で学ぶ金融教育セミナー」

防災林再生のための植樹活動

※自家用発電設備設置者である当行が、需要地とは異なる場所（オフサイト）に設置した
発電所で発電した再エネ電力を、一般送配電事業者（東北電力ネットワーク株式会社）の
送配電ネットワークを介し需要地へ供給し自家消費する「自己託送」に関して、東北
ESCOが発電所の建設から保守等のメンテナンスに加え、自己託送開始に向けて必要
となる各種契約締結や申込手続きなどに関する支援を行うサービス。

「７７ＳＤＧｓ支援サービス」利用申込件数200件突破！

ＳＤＧｓ診断【基本プラン】
　経済産業省関東経済産業局公表の「ＳＤＧｓの観点
で市場・社会から期待される基本的な事項」をもとに
作成した診断シートにより、企業のＳＤＧｓへの取組
状況を見える化・診断し、課題の洗い出しに伴うコン
サルティングを提案させていただきます。「スタン
ダードＳＤＧｓ」以上のランクで当行の融資基準を満
たすお客さまは、ＳＤＧｓ支援ローンの対象となります。
※詳細については各営業店へご相談ください。

SDGｓ支援サービスとは ７７ＳＤＧｓ支援サービス累計申込件数推移
（単位：件）

0

50

100

150

200

2021
年度

2022年
6月末

82

140

178

124

2022年
9月末

2022年
12月末

2023年
3月末

214214
250

当行では、SDGsの取組状況に応じて下記のランクを設定しています。

注.「スタンダードSDGs」未満の場合は「チャレンジSDGs」のランクとなります。

注.ご融資利率は診断結果のランクに加え、当行所定のご融資審査によって決定します。

プラチナSDGs
ゴールドSDGs
スタンダードSDGs

SDGsを通して新たな価値創造を目指す

基本的な取組みを実践している

基本的な取組みを一部実践している

ランク

プラチナSDGs 年0.50%～ランク

ゴールドSDGs 年1.00%～ランク

スタンダードSDGs 年1.50%～ランク

取組レベル

　七十七グループは、創業より受け継がれる「地域の繁栄を願い、地域社会に奉仕する」という行是の理念に則り、グループ全体で重要
課題（マテリアリティ）の解決に取り組むことで、持続可能な社会の実現を目指します。

七十七グループのマテリアリティ

1.宮城・東北の活性化

4.気候変動・災害への対応 5.信頼性の高い金融サービスの提供 6.生き生きと働ける職場環境の創出

2.地域のお客さまの課題解決 3.ステークホルダーへの還元

「SDGs実践計画」にかかるＫＰＩの進捗状況

（1）創業期の事業者に対する成長支援件数（単年度）
（2）宮城県の経済成長率向上
（3）新事業・新分野のプロジェクト立上げ件数（累計）
（4）金融教育提供者数（累計）
（5）SDGsに関するセミナー開催回数／参加人数（累計）
（6）サステナブルファイナンス累計実行額※1

（7）CO2排出量（2013年度比削減割合）
（8）管理職に占める女性割合

3,000件
国の成長率＋0.1pt
10件（’23年度まで）

70,000名
100回／5,000名

1.2兆円
0t-CO2（100.0%）※2

30.0%

1,761件
ー
5件

22,332名
30回／1,794名

4,257億円
9,264t-CO2（44.8%）

16.0%

KPI項目 2022年度実績 2030年度目標

※１.地域活性化や持続可能な社会の実現に資する投融資の累計実行額（環境、医療、創業・事業承継等ＳＤＧｓへの取組支援・促進にかかる投融資）
※2.七十七グループは「Vision 2030」および「ＳＤＧｓ実践計画」において、ＫＰＩとしていた「ＣＯ２排出量（2013年度比削減割合）」の2030年度目標に関して、従来の目標
　　「９，０６９ｔ-ＣＯ２（４６％削減）」を見直し、「2030年度までのカーボンニュートラル実現」を目指します。

「７７ソーラーパーク富谷」の概要
（１）設置場所：宮城県富谷市一ノ関（七十七銀行富谷総合
　 グラウンド敷地内）
（２）設置者：七十七銀行
（３）発電出力：約2,000kW
（４）年間発電量：約2,494MWh（一般家庭約800世帯分の
　  年間消費電力量に相当）
（５）想定CO2排出削減量：年間約1,237t-CO2




